
低層風情報提供システムSOLWINの開発

飛行技術研究ユニット 又吉直樹、飯島朋子、松野賀宣

SOLWINとは？
空港上空300ftまでの乱気流を検出して、パイロットおよび運航関係者に
リアルタイムで情報提供し、安全で快適な航空機の離着陸を支援します

サーバー

①接地直前の
風を観測

②乱気流を見つけて
風データを航空機に伝送

③接地直前の風をパイロットが事前に確認

撮影協力JAL

SOLWINで風を測る原理とは？
音波のドップラー効果を利用して、上空の気流分布を観測します

パイロットが SOLWINから受け取る情報は？

SOLWINを使ってもらった結果、
90%のパイロットがSOLWINの
実用化を希望したよ！

【 SOLWIN風観測センサー設置写真】

300ft (90m)以下
正対風グラフ

200ft (60m)以下
横風グラフ

ACARS*という
データリンクで
情報提供されるよ！

ACARSで航空機が受信可能なテキスト情報

実用化を希望

90%

実用化を希望せず

7%
無回答3%

【 大分空港での評価結果】

SOLWIN運用イメージ

「350ft/minのアップ

ドラフトが、高度
300~260ftにある」
上下流の情報提供は
世界初だよ！

風観測
センサー

ドップラーソーダー ドップラーライダー
／レーダー（既存）

コスト 低 高

地方空港向けに低コストなセンサー
で風情報を提供するシステムだよ！

*ACARS: Aircraft Communications
Addressing and Reporting System

ソニック社との
共同開発

鳥取空港で試験運用中！

センサー
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